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利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 非該当
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 分
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 事業概要 

AMSR-E*1, AMSR2*2 は地球表面および大気から放射される微弱なマイクロ波帯の電波を多周波・
多偏波で測定し, 様々な地球物理量を推定します. これらの地球物理量は水蒸気量, 雲水量, 降水, 海
面水温, 海上風速, 海氷密接度, 積雪, 土壌水分などがあります.  
これら地球物理量の長期的なデータは, 水・エネルギー循環を含む気候システムの解明に役立つと共
に, 気候変動モニタリングの一角を担うと期待されます.  

AMSR-E 高次プロダクトと, AMSR2 高次プロダクトを同一のアルゴリズム(改善されたアルゴリズ
ムを含む)で再処理を実施し, ユーザにとって利便性の高いデータセットを提供する.  

*1 :地球観測衛星 Aqua 搭載の改良型高性能マイクロ波放射計 
*2 : 水循環変動観測衛星「しずく」(GCOM-W)に搭載される高性能マイクロ波放射計 2 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

スケーラビリティの大きな処理環境をもつ JSS2 を利用し, 膨大なシーンの処理を並列で実行するこ
とにより, プロダクトをユーザへより早く提供することが可能となる. 

 

 今年度の成果 

昨年度(2018 年度)に再処理で生成されたプロダクトの一部にバージョン表記の誤りがあったため訂
正するための再処理を実施した.  

 
  

改良型高性能マイクロ波放射計(AMSR-E)運用事業(高次処理試行) 
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成果の公表

なし

利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 非該当
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 秒
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